
「とっとり防災フェスタ２０２５」
第１回実⾏委員会

■令和７年５月８日（木） 午後１時３０分から２時３０分まで

■県庁災害対策本部室 ・ WEB会議

■「とっとり防災フェスタ２０２５」実行委員会事務局

１ 「とっとり防災フェスタ２０２５」実行委員会（案）について

２ 「とっとり防災フェスタ２０２５」の概要（案）について

３ 企画実施計画・体制

４ 費用負担について

５ 総合防災訓練交付金について

６ 今後のスケジュール

次第
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（１） 実行委員会会則

資料１参照

１ 「とっとり防災フェスタ2025」実行委員会（案）について

鳥取県知事（県防災会議会長）

・鳥取県西部広域行政管理組合消防局長
・鳥取県西部総合事務所長

会 長

副会長

幹 事

委 員

西部地区９市町村長

鳥取県危機管理部

事務局長

事務局

防災訓練部会

西部９市町村
西部消防局
警察本部
自衛隊、境海上保安部
日本赤十字社
※具体化に応じて対応

部会長
（西部消防局）

防災イベント部会

※事務局が運営

西部９市町村
西部総合事務所県民福祉局
※具体化に応じて対応

部 会

※「資料１」 実行委員会会則（案） 参照

（２） 実行委員会組織図
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（１） 目 的

西部地震２５年の節目の年において、大規模地震による災

害発生を想定し、行政機関と防災関係機関が相互に緊密な

連携と協力のもとに応急対策活動を迅速、的確に遂行する

訓練を実施し、関係機関相互の協力体制の確立を図ること

を目的とする。

また、防災関係機関と民間協力団体、県民が参加・観覧で

きる防災イベントを合わせて開催し、公助機関や民間協力機

関等による災害時における活動を県民に広く紹介することに

より、県民の防災意識の向上を図る。

２ 「とっとり防災フェスタ2025」概要（案）について
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（２） 基本方針

ア 西部圏域での災害対応を想定した総合防災訓練とする。この際、

圏域実施の特性を考慮し、圏域全体の連携を目指した訓練等の実

施に努める。また、実動組織との連携に努め、練度の向上を図る。

イ 災害時における県、市町村、防災関係機関、民間協力団体等と

の役割分担や連携体制を明確にした実践的な実動訓練とし、関係

機関相互の緊密な連携協力体制の確立を目指す。

ウ 県民参加型イベントを併催し、県民等の防災意識の向上を図る。

併せて、防災関係団体等の相互理解を深め、災害時の連携向上を

図る。

エ 中高生世代への働きかけを充実強化するために効果的な取組を

検討する。

２ 「とっとり防災フェスタ2025」概要（案）について
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（３） 開催日時・場所

ア 日時 令和７年９月２０日（土）１０時から１５時まで

イ 会場

ウインズ米子（米子市）

※米子市防災訓練及び西部地区各市町村と同会場

にて連携予定

（参考）過去の来場者数等

・令和 ６年度 琴浦町東伯総合公園 約7,000人

・平成２９年度 ウインズ米子 約10,000人

※家族連れ等でお越しいただいている方が多数を占めます

２ 「とっとり防災フェスタ2025」概要（案）について
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とっとり防災フェスタ２０２５（鳥取県総合防災訓練）イメージ図（案）

ヘリ訓練エリア
（多目的広場）

訓練エリア

160m

130m

ウインズ米子

展示・体験エリア

※各エリアのレイアウトは現時点でまだ決まっておりません。（あくまでもイメージです。） 6



３ 企画実施計画・体制

● 各機関の参加の有無、内容については、今後意向
調査をさせていただき、事務局で調整予定です。

【企画参加の形態】
・訓練の実施
・ブース等の設置
・景品等の提供協⼒
・その他⾞両展⽰等

●スタンプラリー等、参加機関が連携して取り組む企
画を事務局で提案させていただく場合があります。
可能な範囲でご協⼒をお願いします。

※スペースの都合で、出展ブース・
⾞両展示について、場合によっては
お断りさせていただく可能性もあり
ます。
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４ 費用負担について

●出展ブースの基本設備一式は、県が調達する予定
です。（費⽤負担︓県）

【基本設備（予定）】
・テントブースの区画（2.7×3.6m）
・⻑机、椅⼦、電源（過剰とならないよう精査して下さい）
・ブース名の表⽰プレート

※今年度は基本的に屋外出展となります
区画が不⾜する場合は企画書提出時に、その旨記⼊ください
（必ずしもご要望に応えられない場合もありますので、予め

ご承知おきください。）
●その他の資機材等は各機関で⽤意してください。
（費⽤負担︓各参加機関）
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